
高画質とワークフローの効率化を実現する
純正RIPソフトウェア

MUTOH Clear Tone Vertelithの処理 不適切な処理

より美しい
画質を実現

濃度のバラつきが少ない
滑らかな粒状性

MUTOHプリンタの性能を最大限に引き出す高画質技術 詳しくはコチラ

印刷前に、RIP後の「実際に印刷するドット」を
モニターに表示する機能

印刷しなくても、印刷結果に近い「色」を
画面に再現可能

ミスとロスを削減するふたつのプレビュー機能 詳しくはコチラ

色鮮やかな表現を可能とする広色域入力
プロファイル「MUTOH CMYK」とオレンジ
インク対応「MUTOH CMYK Expanded」  

PDFの透明効果や
ドロップシャドウなどを正確に処理し、

信頼性の高い出力を実現

※完全な色を保証するものではありません。

※

※特許出願中

バリアブル
ドットまで
確認可能

RIPプレビュー機能 ソフトプルーフ機能

オリジナルハーフトーン技術
MUTOH Clear Tone

広色域プロファイル MUTOH CMYK
&  MUTOH CMYK Expanded 

PDFの
透明効果を正確に処理

U.S. Web Coated U.S. Web CoatedU.S. Web Coated U.S. Web Coated

MUTOH
CMYK

MUTOH
CMYK

Expanded



自動処理

※特許出願中 ※特許出願中

 OS Windows11,       Windows 10 [64bit], Windows 8.1 [64bit]

 CPU

 メモリ 8GB 以上

 ハードディスク HDD 又は SSD　複数機種への出力を行う場合は SSDを推奨　10GB以上の空き容量 ※1

 インターフェイス USB 2.0 以降 ※2Ethernet ※3

※5

 ディスプレイ  上以 lexip 0801×0291  ※4

 ※１　過去データ保存（アーカイブ）の機能を活用する場合は、容量を十分確保すること。
 ※２　Gigabit Ethernetに対応したネットワークポートを有することを推奨。Gigabit Ethernetを搭載したプリンタと接続する場合は必須。　　
 ※３　USB接続のカッター機器使用と、測色機を使用する場合に推奨。

 ※  5　 動作保証環境は Windows11 21H2ビルド22000 以降となります。
 ※４　ソフトプルーフ用途として使用する場合は、モニターキャリブレーションが可能なディスプレイを推奨。

動作環境

XPJ-1462UF、XPJ- 461UF/661UF、XPJ-1341SR-P、XPJ-1641SR-P、
XPJ-1682SR-P、XPJ-1641SR/1682SR、VJ-628/1324X/1638X、
VJ-1938X/2638X、VJ-1638UH/1638UR、VJ-1638UH MarkII 
VJ-1638UR MarkII、VJ-628MP、VJ-1628MH

対応プリンタ
順次追加予定（詳細日程は販売店にお問合せください）

ValueCut　II　　   VC2-600、VC2-1300、VC2-1800
ValueCut  　　　       VC-600、VC-1300、VC-1800　　
Graphtec  　　　       CE7000シリーズ、FC9000シリーズ　　
SUMMA  　　　            Summa Cut / Summa Sign / S one / 　　

   S Class 2 各シリーズ　 　　

対応カッター

PDF 1.7/2.0、PostScript、EPS、TIFF、JPEG、PNG 

２０２３年 ８月 

対応ファイル

複数ジョブを統合したPDFを用意
「印刷項目設定」だけではなく、「レイアウ
ト設定」もホットフォルダに設定が可能

ワークフローを効率化する機能 詳しくはコチラ

割付け位置や、割付け数などの  「レイアウ
ト設定」を作成し登録する機能。外部アプ
リケーションで作成した形状データを取り
込み、レイアウト設定が可能

手動による位置合わせや
治具製作コストと手間を削減

効率的なマルチレイヤー印刷機能 詳しくはコチラ

マルチページPDFの割付け と
印刷の自動化 治具レイアウト機能 厚盛印刷による

簡易治具の作成

※

※

マルチページPDFの割付け と
印刷の自動化

治具レイアウト機能 厚盛印刷による
簡易治具の作成※

マルチページPDFの割付け と
印刷の自動化

治具レイアウト機能 厚盛印刷による
簡易治具の作成※

事前にマルチレイヤー印刷項目を設定。レイ
ヤーをページに分けたPDFを用意。「印刷項
目設定」「レイアウト設定」に加え、「レイヤー
設定」もホットフォルダに設定が可能

複数のマルチレイヤージョブにおいて「印刷
項目設定」、「レイヤー設定」「ネスティング設
定」、「レイアウト設定」までの一連の処理を
ホットフォルダに設定し自動処理が可能

画像データの濃淡から特色版を自動生成
６種類のモードから選択が可能

マルチページPDFによる
マルチレイヤー印刷の自動化

複数のマルチレイヤージョブの
ネスティング、割付け、印刷の自動化 特色版の自動生成

自動処理
自動処理

印刷項目設定
印刷項目設定

レイヤー設定

ネスティング設定

レイアウト設定
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